
１. 啓発イベントの実施

日 時：令和６年11月9日（土）、10日（日） 10:00～17:00
場 所：大日イオン（守口市）１階 サニーコート
主な対象：女性（特に若年女性）、高齢者、ファミリー層
協力団体：北河内断酒連合会

〇 アルコールと健康クイズ
もずやんと一緒にクイズに参加して、アルコールに関する正しい知識を
学ぼう！（クイズに参加された方は、もずやんと写真撮影可）

〇 アルコールパッチテスト
〇 飲酒量やお酒の飲み方チェック（AUDIT）
〇 ストレスチェック
〇 アルコール健康障がいに関するクロスワード
その他、スタンプラリー参加でノベルティをプレゼント

主なイベント内容

第２期計画での新たな取組みについて

第２期計画において、特に配慮を要する若年層や妊産婦などの女性、高齢者の飲酒に関する啓発を強化していく必要があると認識
⇒啓発イベントや動画、リーフレット等において、アルコール健康障がい・依存症に関する正しい知識を普及していくとともに、特に配慮を要する者の
正しいお酒との付き合い方について啓発を実施

参加者数（概数）
９日 ：300名
10日 ：450名 ２日間計：750名（当初目標：300名）

・飲むときは、お酒だけでなく、間におつまみや水も摂るようにしようと思った。
・息子が学校でアルコールパッチテストを実施したと聞いたので、やってみたい
と思っていた。
・親と娘で、一緒にアルコールパッチテストを体験できて良かった。
・本イベントは意義深いと思う。
・アルコール依存症について相談できて良かった。
・子どものお酒に対する体質を知れてよかった。
・お酒は百薬の長だから少しは飲んだ方がいいと思っていたが、これからは
無理して飲むのはやめます。
・自信をもって「飲まない」って断ろうと思った。
・介護のためにお酒は控えていたが、引き続きこの生活を続けようと思った。

参加者の声

概 要 実 績

＜チラシ＞ ＜スタンプラリー＞
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２. 啓発動画の作成

第２期計画での新たな取組みについて

年齢や性別によってアルコールの影響は異なることから新たに対象別の動画を作成

①若者編 ②妊産婦編 ③会社員編 ④高齢者編の４種類を作成。年齢や性別、場面ごとで知ってほしいことをアニメーション形式で啓発

＜妊産婦編＞＜若者編＞ ＜会社員編＞ ＜高齢者編＞

女性の方に知ってほしいアルコールとの付き合い方に関する産婦人科医からのメッセージ動画。特に、妊娠・授乳中の方やその家族、今後妊娠を考えている
方を対象として作成

啓発動画チラシの配架やサイネージでの放映、学生への周知等にご協力いただいた。
（協力先）大学、医療機関、市町村、保健所、府所管施設
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「知ろう！気づこう！アルコール健康障がい」

女性に知ってほしい「アルコールとの付き合い方」 （産科医からのメッセージ）

＜内 容＞
① お酒を飲むときに、女性だから特に気をつけないといけないことは？
② 将来妊娠も考えているのですが、お酒を飲まない方がいいですか？
③ 妊娠を考えているときに他に気をつけておいた方がいいことはありますか？
④ 妊娠中って少しくらいはお酒を飲んでもいいですか？
⑤ 赤ちゃんにおっぱいをあげている時は、お酒を飲んでも大丈夫ですか？

放映・周知先一覧



３. 啓発資材の作成

第２期計画での新たな取組みについて

女性のからだや赤ちゃんへアルコールが及ぼす影響について理解を促進し、相談窓口の周知を行うことを目的として、リーフレット及びカードを作成

飲酒ガイドラインを踏まえた純アルコール量と病気の発症リスクに関するパネル等を新たに作成。また、若者や女性、高齢者を対象としたパネルを更新

〇「飲酒アンケート」の実施
飲酒量や飲酒頻度などの簡単な質問に基づき、個々の飲酒状況に応じた健康リスクを知り、自身の健康づくりに活かすことができるよう、
健活10ポータルサイト内で「飲酒アンケート」を実施

４.他課の取組み（健康づくり課）
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女性向け啓発リーフレット及びカード

アルコール健康障がい啓発パネル


